
総務経済
　議案13案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は継続審
査とすべきものと決定しました。
○議案第18号　平塚漁港管理条例
の一部を改正する条例
　条例改正の大きなポイント
と、その理由を伺う。
　新港の背後地に整備している
多目的広場が完成して供用を開始
するに当たって条例に位置付ける
とともに、漁港施設の使用に関わ
る禁止事項と施設の目的外使用に
よる使用料を新たに定めた。
○議案第26号　訴えの提起につい
て
　元職員による個人情報の持ち
出しに関して、訴えにある謝罪文
書の発送数を伺う。
　９月５日に担当課主催のイベ
ント申込者へ250通、９月30日に
関係団体やシステム登録団体の代
表者へ２万1928通を発送した。
○議案第27号　令和２年度平塚市
一般会計予算
　総務費のシティプロモーショ

ン推進事業では、新しくどのよう
な取り組みをするのか。

　本市出身のアーティストに
フォトスポットの製作を新たに依
頼する。また、原動機付自転車の
標識のデザイン、いわゆるご当地
ナンバーの作成をする。
　災害情報伝達事業で、防災ラ
ジオについての予算が計上されて
いない理由を伺う。
　防災ラジオは受注生産品で納

品まで約４か月かかる。早い時期
に配布するため令和元年12月の補
正予算で対応しており、当初予算
には調達費用を計上していない。
　商工費の平塚産品普及促進事
業について、平塚産の価値を高め
ることは重要であると思うが、具
体的な取り組みを伺う。
　広報ひらつかでの名産品の紹
介に加え、パンフレットなどのリ
ニューアルやホームページなどで
の発信を行っている。
○議案第28号　令和２年度平塚市
競輪事業特別会計予算
　競輪場施設の利用を促進する
ために、民間のイベントなどへ貸
し出しを行っているのか。
　正門前の広場や会議室などを
貸し出している。制約も多いが、
収入確保へ積極的に行っていく。

環境厚生
　議案７案件は原案どおり可決す
べきもの、議案第15号及び第29号
は否決すべきもの、請願２件は継
続審査とすべきものと決定しまし
た。
○議案第15号　平塚市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例
　国民健康保険税額を上げる
が、県内で何番目に高いのか。
　平成30年度では、県内19市の
うち13番目である。
○議案第27号　令和２年度平塚市
一般会計予算
　民生費のこころと命のサポー

ト事業で行う総合相談会の内容を
伺う。
　失業や生活苦、多重債務、う
つ病など複合的な課題を抱える相
談者に対して、複数分野の専門家
が連携して総合的な支援を行う。
　民間保育所保育士確保支援事
業で、新たに行う保育士奨学金返
済支援の予算額と、想定している
利用人数を伺う。
　補助金の上限は20万円として

おり、アンケート調査の結果など
から25人の利用を見込んでいる。

　衛生費の予防接種事業につい
て、予算が前年度と比べて6230万
円増額している理由を伺う。
　国は風しんの予防接種を受け
ていない世代の人に対し、抗体検
査と予防接種を実施する事業を進
めている。抗体検査を行う金額と
して約3900万円、予防接種の金額
として約1850万円を計上してお
り、その部分が増額している。
　ごみ処理広域化推進事業は前
年度から約955万円の増額となっ
ているが、その理由を伺う。
　令和２年度から、ごみ処理広
域化実施計画及び地域計画の策定
と、大磯町のし尿処理施設等将来
計画基礎調査委託が新たに発生
し、予算が増額となっている。
○議案第33号　令和２年度平塚市
病院事業会計予算
　資産購入費の院内システム整
備事業として約２億円を計上して
いるが、その内容を伺う。
　主なものとして、医療情報の
基幹システムのハードウェアの
リースに約6600万円、検体検査シ
ステムの更新に約4500万円、産科
カルテシステムの導入に約1700
万円となっている。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。
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問　
元
職
員
に
損
害
賠
償
請
求

す
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
の

議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
今
回
の

加
害
行
為
と
は
何
を
指
す
か
。

総
務
部
長
　
在
職
中
の
平
成
30

年
11
月
29
日
に
延
べ
３
万
１
４

２
９
件
の
個
人
情
報
デ
ー
タ
を

庁
外
に
持
ち
出
し
た
疑
い
が
あ

る
こ
と
と
、
退
職
後
の
同
年
12

月
22
日
に
延
べ
２
４
８
件
の
個

人
情
報
デ
ー
タ
を
故
意
に
庁
外

に
持
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

問　
損
害
と
は
何
を
指
す
か
。

総
務
部
長
　
元
職
員
が
個
人
情

報
を
持
ち
出
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
職
員
が
通
常
業
務
以
外

の
業
務
を
し
、
ま
た
、
個
人
情

報
の
漏
え
い
及
び
漏
え
い
の
可

能
性
の
あ
る
２
万
２
１
７
８
人

に
対
し
謝
罪
文
書
の
送
付
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

問
　
加
害
行
為
と
損
害
と
の
因

果
関
係
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長
　
持
ち
出
し
た
又
は

持
ち
出
し
た
疑
い
が
あ
る
個
人

情
報
は
、
口
座
情
報
な
ど
を
含

む
３
万
件
以
上
の
大
量
な
も
の

で
あ
り
、
外
部
へ
漏
え
い
し
た

場
合
の
影
響
を
想
定
す
る
と
、

極
め
て
深
刻
な
事
態
と
判
断
し

た
。
よ
っ
て
、
加
害
行
為
と
、

謝
罪
文
書
の
送
付
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
損
害
と
は
、
因
果
関
係

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
元
職
員
の
退
職
金
返
還
請

求
に
関
す
る
住
民
監
査
請
求
は

棄
却
さ
れ
た
。
今
後
の
裁
判
で

個
人
情
報
が
使
用
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。

総
務
部
長　
11
月
の
事
案
は
疑

い
と
い
う
位
置
付
け
で
進
め
て

い
る
。
仮
に
こ
れ
が
、
持
ち
出

し
を
し
て
い
て
、
使
用
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
約

３
万
件
の
デ
ー
タ
が
ど
う
か
と

い
う
議
論
に
な
る
の
で
、
懲
戒

に
対
す
る
考
え
方
も
今
ま
で
の

状
況
と
は
違
い
厳
し
く
な
る
の

は
確
か
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

問　
個
人
情
報
は
な
ぜ
保
護
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

市
民
部
長　
取
り
扱
い
を
間
違

え
る
と
、
人
権
や
財
産
な
ど
を

侵
害
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

個
人
の
権
利
や
利
益
を
守
る
た

め
、
保
護
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
民
か
ら
の
信
頼
を
失
っ

た
こ
と
へ
の
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
二
百
数
十
万
円
の

賠
償
額
よ
り
も
、
そ
の
よ
う
な

部
分
の
価
値
の
方
が
は
る
か
に

大
き
い
と
考
え
る
。

問　

民
事
訴
訟
を
す
る
こ
と

が
、
刑
事
告
訴
に
よ
る
捜
査
に

支
障
を
与
え
な
い
の
か
。

総
務
部
長　
民
事
と
刑
事
は
別

の
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
警

察
の
捜
査
が
進
ん
で
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
、
支
障
を
与
え

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
、
警
察

と
相
談
し
て
進
め
て
い
る
。

問　
４
年
後
の
選
挙
で
市
民
に

賢
明
な
判
断
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
事
実
を
し
っ
か
り
と

問　
教
員
の
業
務
負
担
を
軽
減

す
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
学
校
給

食
費
の
公
会
計
化
や
部
活
動
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
令

和
２
年
度
は
応
答
専
用
留
守
番

電
話
を
学
校
に
導
入
し
、
勤
務

時
間
外
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

問
　
県
の
指
針
に
年
次
休
暇
の

取
得
や
学
校
閉
庁
日
の
設
定
も

目
標
に
あ
る
。
考
え
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
元
年
度

は
夏
季
と
冬
季
の
休
業
中
に
閉

庁
日
を
設
定
し
休
暇
取
得
の
推

進
を
図
っ
た
。
今
後
も
目
標
を

達
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問　
１
人
に
１
台
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
整
備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
が
発
表
さ
れ
た
。

本
市
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
配
備
し

て
い
る
学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
１
台
当
た
り
の
人
数
は
、

小
学
校
が
９
・
３
人
、
中
学
校

が
３
・
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

問　
構
想
で
は
、
誰
一
人
取
り

残
す
こ
と
な
く
個
別
最
適
化
さ

れ
た
学
び
を
実
現
す
る
と
し
、

特
別
支
援
教
育
な
ど
に
も
活
用

す
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
多
様
な

特
性
の
あ
る
子
供
に
最
適
な
学

び
を
可
能
に
し
、
未
来
の
社
会

で
活
躍
で
き
る
能
力
を
身
に
着

け
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
て
い
く
。

事
故
か
ら
子
供
を
守
る

ま
ち
づ
く
り
を

問
　
未
就
学
児
が
集
団
で
移
動

す
る
経
路
の
交
通
安
全
緊
急
対

策
を
実
施
し
た
結
果
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
安
全
対
策
が

必
要
と
さ
れ
た
箇
所
が
38
か
所

あ
り
、
そ
の
う
ち
７
か
所
を
１

月
末
で
対
策
済
み
と
し
た
。

問　
４
月
か
ら
教
育
指
導
課
に

学
校
安
全
担
当
を
設
置
す
る

が
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
３
課
が
担
っ

て
き
た
学
校
安
全
に
係
る
事
務

を
移
管
し
、
よ
り
安
心
安
全
な

学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

公
明
ひ
ら
つ
か

前
代
未
聞
、
現
職
市
議
に
対
す
る

損
害
賠
償
の
訴
え
提
起

秋
澤 

雅
久 

議
員

持
続
可
能
な
学
校
運
営
の
推
進
と

子
ど
も
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
を

石
田 

美
雪 

議
員

情
報
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長　
個
人
情
報
の
持
ち

出
し
の
件
は
、
８
月
８
日
の
記

者
発
表
以
降
の
も
の
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
今

後
も
対
外
的
に
発
信
す
る
事
実

や
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
は
こ
こ
に

記
載
す
る
。
ま
た
、
記
者
発
表

な
ど
も
し
た
い
と
考
え
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

公明ひらつか 所 属 議 員

上野 仁志 議員 鈴木 晴男 議員


